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 ■更新セミナーの意義と目的■

SXF技術者は、CAD図面を含む電子納品についての基礎知識をもち、正しい運用を行う専門家です。
このためには、国や関連団体が定める各種要領や基準案を理解しておく必要があります。
SXF技術者が3年ごとの更新セミナーを義務づけられているのは、
この間に改訂された要領や基準案を今一度、整理し確認するためのものです。
更新セミナーを受講されない場合、SXF技術者としての認定は失効します。必ず受講して下さい。

更新セミナー更新セミナー更新セミナーSXF技術者
検定試験

SXF技術者検定試験に合格された方のための

※SXF技術者更新セミナーは、土木学会のCPDプログラムに申請中です。

一般社団法人

オープンCADフォーマット評議会
SXF技術者検定試験事務局　www.ocf.or.jp/sxf/
〒101-0025 東京都千代田区神田佐久間町4-6 斎田ビル5F
TEL.03-5823-1935

2011年度 更新セミナー対象者

 1  2008年（平成20年）に認定された方

  認定番号の先頭が 0508-****の方
 2  2005年（平成17年）に認定された方で、2008年度の更新セミナーを受講された方

  認定番号の先頭が 0205-****の方
 ※0205-****の方でも、2008年度の更新セミナーを受講されなかった方は認定は失効しています。
 再度、SXF技術者検定試験を受験していただくことになります。
 ［更新セミナー受講確認ページ］で確認することが可能です。　  更新セミナー受講確認 www.ocf.or.jp/d/210/ 

  2011年度更新セミナー
  ●受講予約期間 : 2011年8月29日(月)～11月25日(金)   ●セミナー開催期間 : 2011年9月1日(木)～2011年11月30日(水) 
  ●セミナー受講料 : 9,500円/1名様 (更新セミナー自主学習プログラムCD-ROMの送料・代引手数料含む)

更新セミナーは本年度から、従来の会場型からCD-ROMによる自主学習プログラムに変更となりました。
これにより認定者の方は、自宅もしくは仕事場など、Windowsパソコンとインターネット接続環境が整っている場所で任意の時間に受講することが可能となりました。

■セミナーを受講すると
認定カードと認定証明書が発行され
ます。次のセミナー受講までの3年
間、SXF技術者として認定されます。

■合格情報を公開してアピール
合格情報をWEBで一般公開するこ
とが可能です。
現在、全国で500名をこえるSXF
技術者の方が認定情報を開示し、
PRされています。( 開示するかしないかは任意)

合格者検索ページ www.ocf.or.jp/d/204
合格情報登録ページ www.ocf.or.jp/d/203

お申し込みから受講、認定証明書の発行まで

1. 受講の申し込み
受講予約期間に更新セミナーを所定のWEBページからお申し込みいただきます。

2. 受講料のお支払い
事務局より、更新セミナー自主学習プログラムCD-ROMを料金代引き（郵便）でお送りい
たします。受講料9,500円をお支払いください。
（複数人の方を申し込まれた場合、人数分×9,500円となります）

3. 更新セミナーの受講
CD-ROMをWindowsパソコンにセットし更新セミナーを受講していただきます。（イン
ターネット接続必須）
・パソコンを使用した自主学習セミナー　時間120分程度
・3セッションあり、各セッションの最後に簡単な設問 (設問の可否は、合否に関係ありません。)

4. 受講終了
受講が完了すると、仮の受講修了証を印刷できます。受講修了のメールが配信されます。

5. 認定証明書の発行
受講修了者の方に認定証明書と認定カードをお送りいたします。

SXF技術者検定試験
OCFは、SXFフォーマットによる電子納品を普及させるため「SXF技術者検定試
験」を実施することにより、日本のCALS/EC制度の普及に貢献しています。

www.ocf.or.jp/d/211/




